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韓 国 語 に い て 被 勳 作 主 を 表 す

　　　　　 助 詞 一
eul ／reu1 の 獲 得

　　　 O 朴　媛 淑 　　　田 原 俊 司　　　伊 藤 武 彦

　　　 （東 京 大 学 〉 （神 田外 詰 大 学 ） （和 光 大掌 ）

　 韓 国 語 で は 、格 関 儲 を標 示す るため に 助 詞 を用 い 、そ

の 助 詞 は 格 の 確 定 に 重要 な 役割 を果 た す こ とが 実験 に よ

っ て 確 か め られ て い る （田 原 ら、1987）。格 関 係 の 埋 解

の 問 題 に 関 して み る と、韓 国詰 の 助 詞 は、日 本 詰 の 助 詞

が そ づ で あ る よ うに 、表 層 で は 勤 詞 と対 応 し て そ の 意 眛

が
一

義 的 に 解 釈 され づ る が、個 ．’“ の 助 詞 を取 り出 して そ

の 深 層 的意 味 を 見 る と 多 義的 で あ る もの が 少 な くな い 。

本 研 究 で 問 題 に する 助詞
一
euYreul と一i／ga も、深 層格 は

多重 で あ る と 考 え ら れ る．−euVreul は 、対 格 の 助 詞 と し

て 日本詰の 助詞 ヲ の よ うに 薩 接 目 的 詰 に 付 き 他 動 詞 の 被

動 作 主 等 を表 す が、動作 主 を 標示 す る 用 法 は な い 。しか

し、空 間 ・
時間の 移 動 補 語 （道 ℃ ul ／reul 通 る ； 夏休 み 一

eulfreulve こす ） と状 況 補 語 （希 望 に 満 ち た 時 代
一
eulfr

eul 生 き る ）や、場 所 格 的 役 割 と し て 位 置 （馬
一
eul ／reul

：乗 る ）、方 向 （動 物 園一
eru ／reul 行 く ）等 に 付 く こ と が あ

る。一
方、日 本 語 の 助 詞 ガ に 相 当す る一’i／ga は 、主 格 助 詞

．
と して 動 作 主 や 経 験 者 等 を 表 す が、受 動 文 や 可 能 文 で は

逆 に 被 勤 作 主 ・被経 験 者 等 と い う 直 接 目的語 を表 す。つ

ま り　
−i／gaに は 動 作 な どの 主 体 を 表 す 用 法 と対 象 を表 す 用

法 が あ る。した が っ て 、他 動詞 文 に お い て、主 体 ・対 象

を標 示 す る際、−
eul ／reul よ りも一Vga の 方 が そ の 用 法 に

お い て 多 重 で あ る と い え る。

　 こ の よ う に 、文 法 装 置 （助 詞 の 種 類 ） と そ れ が 表 す 意

味 （こ こ で は 勤 作 主 一被 動 作 主 の 関 係 ）が 1 対 1 対 応 し

て い な い 場 合に は 、標識 力 す な わ ち文 法 マ
ー

カーの 手 掛

り と して の 強 さ cue 　 strength ｛MecUhinney　et 　 al ．1984 ）

は 弱 くな る こ とが 予 想 され る。伊 藤 ら （19S6 ，1987 ，inp

reparation ）は 、こ の 標 識 力 の
．一一

っ と し て 動 作 主 性 と い う

概 念 を用 い 、日 本 語 の 他 動 詞 文 に お い て 助 詞 ヲ
・
ガ の 慓

識 力 と 獲 得 と の 関 係 を し ち べ た。日 本 譜 の 場 合、単 文 中

で 動 作 主
一被 勃 作 主 の 関 係 を 表 す 時 に 、助 詞 ヲ は 必 ず 被

動 作 主 を マ ークす る の に 対 して 、助 詞 力
．
は 勳 作 主、彼 動

作 圭 の 両 方 をマ ークす る の で 、D 助 詞 ガ よ り も 助 詞 ヲ の

襟 識 力 が強 い こ と、2｝発 達 的 に も、襟 識 力 が よ り 強 い 助

詞 ヲ の 方 が助 詞 ガ よ りも早 く獲 得 され る，と い う仮 説 を

立 て、こ れ を検 証 した 。

　本 研 究 の 目的 は 、伊 藤 ら （1ge7 ） が 用 い た 日本 詒 の 助

詞 ヲ に 関 す る実 験 を 韓 国 詰 で 行 づ こ とに よ っ て 、韓 国 諳

に お い て も 日本 語 と 同様 の 結 果 が み い だ され る か ど づ か

を 検 証 す る こ とに あ る。襟 識 力 と い つ仮 説 構 成 概 念 が 有

効 で あれ ば、日 本 詒 の 助 詞 ヲ と ほ ぼ 顛 似 した 機 能 を持 つ

目 的 格 助詞
一eulfreul ＜以 下 o ）、助 詞 ガ に 対 応 した 機 能

を持っ 主 格 助 詞 一i／ga （以 下 s ）に お い て も、　 o の 線識力 は

s の 標 識 力 よ り も強 く、獲 得 す る の が よ り容 易 で あ る た め

に 、そ の 獲 得 の 時 期 は 早 い とい う こ と が 検 証 さ れ る で あ

ろ う．従 っ て 、も し韓 国 語 に お い て 以 上 の 仮 説 が 支 持 さ

れ れ ば、格 関 係 に つ い て の 助 詞 の 牛 掛 りの 強 さは、。 ＞ s

と な り、田 原 ら ｛1987）の 研 究 結 巣 を踏 ま え る と o ＞ s ＞ t

の 順に な る で あ ろ う （s ： 助 詞 ハ に 対 応 す る 韓 国 諾 の 主 題

助 詞
一
eunfneun ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方 法

　 被 験 者 ： ソ ウル 及 び ソ ウ ル 近 郊 の 幼 椎 園 年 中 （4 歳 群 ）

，年 長 （5 歳 群 》の 幼 児，小 学 校 1 年 16 歳 群 ） ， 3 年

　（8 歳 群 ），5 年 qO 歳 群 ） の 児童 ．中 学校 1 年 （12歳

群 ），　 3 年 （14歳群）の 生徒，大人 （大 学生 》の 8 群 で ，

各 群 男 女 五 人ず つ IO名 ，計 80名。

　 靆 遡 ： 刺 激 文 を録 音 した カ セ ッ ト テ ープ ，ミ ニ チ

ュ ア の 動 物 と小 物 ， テープ レ コ ーダー，A4 の H 紙，記

録 用 紙。

　 刺激文 は ．全 体の 実験 計 画 で は 助 詞 o の 要 凶 （φ φ
・

φ

o ・o φ の 3 水 準 ： φ は 助 詞 無 しを 示 す ）、動 詞 の 位 置 の

要 因 （NNV ・VNN ・NVN の 3 水 準 ： N は 名 詞、　 V

は 動 詞 ）、名 詞 の 意 味 の 要 因 （AA ・AI ・IA の 3 水

準 ： A は ANIMATE，1 は INANIMATE）か ら な る 27文 型 を、各

文 型 に対 して 1 文 ず つ 作 成 した 含 計 Z7の 文 で あ る。

　 1 本 の テ
ー

プ は ，以 上 の よ う な 27文 を 録 音 し，同様 の

方 法 で 4 本 の テ
ー

プ を 作 成 す る。また，NNoV 型 の 3 文

．を 録 音 し た テ
ー

プ を 作 成 し．練 習 文 と して 用 い た。こ の

．
実 験 計 幽 は、も と も とBates 　 et 　 a1 ．（1984）の 研 究 等 と の

交差言 語 的 比較 の た め に デサ イ ン され た もの で あ る。今

回 の 報 告 で は 、こ の う ちの NNV 文 （た だ し φ φ V 文 は

除 く ）の 結果 に か ぎ っ て 考 察 す る。

　 圭」載豊 ： A4 ．の 紙 の 上 の 、ラ ン タ
．
ム に 置 か れ た 12個 の

ミニ チ ュ ア ・小 物 を 命 名 す る こ とが で き る か ど うか を 確
．認 し た 後．教 示 を与 え ，練 習 文 の テープ を聞 か せ る。練

習 文 で 実 演す る こ と が で き た ら ミニ チ x ア
・
小物 の 位 置

を変 えて ， 4 本 の テ
ー

プ の うちの 1 本 を 実験 者 が 無 作 為

に 選 び 出 し，被 験者 に 実演 させ る．終 了 襖，2 〜3 分 の

休 憩 を と っ た 後 、残 っ た 3 本 の テ ープ か ら ま た 1 本 を 無

作 為 に 選 び ．同 様 の 手 続 きで 実 演 させ る。
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　 　 　 　 Table　1
助 詞 に も と つ く正 答 率 （％ ）

詰 　 順

助 　 詞
　　 正 語順 　　　　　　　 逆 詰 順
φ。Vs φVt φ V 　 o φ V φ sV φ tv

4 歳 群

5 歳 群
6 歳 群

8 歳 群

10歳 群
12歳 群

14歳群

大 　 人

93　 100　　 97
93 　 　 85　 　 90
93　 　 92　 　 92
98　 11〕e　 100

10［］　 100　 100
97　 1  0　 　98
98　 　97　 　98
100　 　 98　 　 97

38　 　43　　 20
52 　 　 32 　 　 20
73　　 47　 　 12
93　　40　 　 15
95　 　 58　 　 28
87　 　92 　 　67
93　 　 85　 　 63
90　 　 83　 　 62

平 　　均　　　　　　　97　　　96　　　96 78 　 　 60　 　 36

（S ： 主 格 助 詞
一i〆ga ，　 t ： 王 題 助 詞 一eunlneu 囗

o ： 目的 格 助 詞 　
一
cul ／reul ，φ ： 助 詞 な し ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 果

　 Table 　 1 の φ ov 文
・o φ v 文 の 2文 型 に つ い て の 結 巣

は 今 回 の 実 験 の デ ータ の
一・

部 に よ っ て お り、主 絡 助 詞 s に

つ い て の s φ v 文 ・di　sv 文、主 組 助 詞 tに つ い て の t φ v

文 ・
φtv 文 の 4 文 型 は 、田 原 ら （1ge7 ＞の 結 果 に よ る も

の で、助 詞 に 基 づ い て 動 作 主 を選 択 した 率 （正 答 畢 ） を

示 して い る e こ こ で の 正 答 と は、正 語 順 （φ OV 文 ・S φ一

v 文 ・t φ v 文 ） で は 第
一

名 詞 を、逆 諳 順 （o φ v 文 ・φ一

sv 文 ・φtv 文 ）で は 第 二 名 詞 を 動 作圭 と し た 反 応 を 指

す。

　 Table　 1 に 見 ら れ る よ う に 、動 作 主 一被勤 作 主 一勤 作

とい う順 に表 層 化 され る．い わ ゆ る 正 語 順 の 3 文 型 （φ

ov 文 ・s φ v 文 ・t φ v 文 ）で は、正 答 率 は 4 歳 群 よ り高

く、年 齢 群 間 差 が あ ま り大 き くな か っ た 。文 型 間 差 が 顕

著 に 認 め ら れ る の は 、第
一

名 詞 が 被 勤 作 主 に あ た る、い

わ ゆ る 逆 詰 順 の 3 文 型 （o φ v 文 ・φ sv 文 ・φ tv 文 ） で 、

4 歳 群 を 除 い た 全 年 齢 を 通 し て そ れ ら の 正 答 畢 を 比 較 す

る と、o φ v 文 〉 φ sv 文 〉 φ tv 文 と い う順 序 で 、　 o の 標

識力 は s や tの そ れ よ り も強 い こ と が 示 され た。

　 逆 詰 順 の 3 文 型 の 習 得過 程 を 正 答 軍 の 上 で 年 齢 別 に 比

較 して み る と、o φ v 文 に お い て の 正 答 率 は 4 歳 群 で S8％ 、

5 歳 群 で 52％ と 低 い の に 対 して 、70％ を越 え る の は 6 歳

群 か ら で あ り、8 歳 群以 後 正 答 率 は 高 く、安定 して い る 。

そ れ に 対 して φ sv 文 で 70％ を初 め て 越 え る の は i2歳 群 の

92％ か らで あ っ た。φtv 文 で は い ず れ の 年 齢 に お い て も

70％ を越 え る こ とは な か っ た。

　 o φ v 文 に お い て 4 歳 群 と 5歳 群 の 正 答畢 か 低 か っ た の

は 、諳 頌 が 勤 作 主 の 判 断 の 要 囚 と し て 強 く 作用 した 結 果

で あ る と考 え ら れ る。特 に 4 歳 群 に お い て は 、o が 付 い て

い るの に もかか わ ち ず 第一名 詞 を 勤 作 主 と 選 択 し た 率 か

助 詞 に 基 づ い た 選 択 率 よ りも高 か っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考 察

　Slobin ＆ Bever （1982）よ る と、トル コ 語 に お い て、語

順 の 影 響 を 受 け ず に 目 的 格 マ ー
カ
ー

に よ る正 確 な 文 理 解

が で き る よ う に な る の は 2 歳 頃 か らで あ る。彼 ら は 、こ

の よ づ に 早 い 時 期 か ら マ ーカーに よ る 文 理 解 が 可能 で あ

る 嬰 囚の
一

つ と して 、トル コ 詒 の 目的 格 接 尾 辞 が 意 味 と

表 層 形 式 が 1 対 1 対 応 して い る unif 。 rm 　 marker で あ る こ

と を挙 げ て い る。こ れ に 対 して 、伊 藤 ・
田 原 （1986冫は 、

日本 詰の 助 詞 ハ と カ
．
は 多 聖 機 能 性 を 持 ち、意 味 と 1 対 1

対 応 し て い な い こ と な ど を挙 げ、その た め トル コ 語 の 目

的 格 接尾 辞 よ りも文法的 手掛 りと して 相対的な 強 さに 欠

け ， 幼 児 期 後 期 で あ っ て も 語 順 の 影 響 等 を うけ て その 獲

得 の 時期 が 遅 れ る の だ と考 えた。田原 ら （1987）は．韓

国 語 の 主 格 助 詞一i／ga と 主 題 助 詞一eun ／neun に お い て も 日

本 詰 の 助 詞 と 同 様 の 解 釈 が 可 能 で あ る こ と を 示 した 。

　
一

方、日本 語 と 同 じ く韓 国 語 の 中 に お い て も、それ ぞ

れ の 助詞 に よ っ て そ の 多 義 性 は 程 度 が 異 な り、獲 得 の 暗

期 は 助詞 の 種 類 に よ っ て 違 っ て い る。他 勁 詞 文 を 用 い た

本 研 究 の 結果 で は 、目的 格 助 詞
・・
eullreu1 の 、文 中 で の 機

能 は 対 格で あ るの に 対 して、主 格助 詞一i／gaは 主 格 と 対 格

と して の 機 能 を持 つ 、よ り多 義 的 な 助 詞 で あ り广 eu1 〆

reul の 獲 得 は
一i／ga よ り早 い で あろ う と い う我 々 の 仮 説 が

支持 され た ．

　 実 際 の 言 語蓮 用で は 、助 詞 等 の 文 理 解 の 手 が か りが 獲

得 の 途 中 で あ っ て も、現 象 的 には 獲 得 済 み の よ うに観 察

さ れ る こ と も あ る。た と え ば 、李 延 饗 ら （1979）の 韓 国 詒

児 の 目 然 発 話場 面 で の 構 文 発 達 の 調 査 結 果 で は、格 助 詞

（主 格、目 的格、属 格、補 格、与 格、位 格 ） の 正 し い 使

嗣 率 は 3 歳 頃 に す で t：93・・IOO ％ に 達 して い た 。し か し、

本 研 究 の 結 巣 か らは、語 順 に 左 右 され る こ と無 く、助 詞

に 基 づ い て 文 処 理 を 文 法 的 に 正 しい 方 法 で 行 え るの は、

か な り遅 く、小 学 校 以 後 で あ る とい え よ う。

　 特 に語 順 に焦 点 を あ て た 今 回 の 結 果 は、伊 藤 ら C19S7）．

が 日本 詰 の 助 詞 ヲ
・ガ に つ い て 得 た 結 果 とほ ぼ

一
致 し、

韓 国 詰 の 助 詞 に お い て も、そ の 標 識 力 及 び 獲 得 の 順 序 は

℃ ul ／reul ＞ −i／ga ＞ −eun ／neun で あ っ た。こ れ に よ っ て、

伊 藤 ち （1987 ）が 用 い た 格 標 示 力 （こ こ で は 、勤 作主 性 ｝

と い う概 念 は、韓 国 語の 助詞の 獲 得 過 程 を 明 ら か に す る

の に も 有 効で あ る こ と が 示 さ れ た 。　 文 埋 解 の 手 か か り

が 現 象 的 に は獲 得 済 み の よ うに 観 察 され づ る の は、こ れ

らの 手 が か りが 実 験 場 面 で の よ づ に 競 合す る の で は な く、

実 際 に は 相 乗的 に 働 くか ら で あ ろ う。今 後 の 課 題 と し て

は 、韓 国 語 に お い て 助 詞 の 使 用 ・埋 解 の 開 始 か ら完 成 ま

で の 過 程 を よ り明 らか に す る こ とや、それ を 日本詰 の 助

詞 と 比 較 し、そ の 相 違 を探 る こ と 等 が あ る．
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